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1．この会社が目指す姿が理解できるか（将来） 

明確に理解できる。 

同社は「世界中の未来をつくる」という Mission を掲げており、単なる総合商社ではなく、

社会課題の解決を通じて社会価値と経済価値の両方を創出する企業を目指している。CEO

メッセージでは「2030 年に向けて事業基盤を飛躍的に向上させる」と明言されており、長

期的な成長を重視していることが分かる。中長期的経営計画を重視する姿勢は、他にも成長

投資と株主還元のバランスを見たキャッシュ・フロー・アロケーション方針からも分かる。 

また、同社は実際に事業ポートフォリオを絶えず変革することで成長してきたと説明して

いる。新たな事業を創出し、それをコア事業へ育成する。さらに周辺事業との連携によって

事業群へ発展させるという価値創造プロセスが確立されており、同社の将来像とそこへ至

るルートを比較的理解しやすい。 

 

2．この会社の競争優位性が理解できるか（現在） 

明確に理解できる。 

三井物産の競争優位性として強く感じたのは、分散された事業ポートフォリオと事業創出

能力の 2 つである。 

まず前者について、同社は資源・非資源・インフラなど多様な事業を組み合わせたポートフ

ォリオ経営を行っている。この分散構造により、資源価格の変動や景気循環といった外部環

境の影響を緩和することが可能となっている。個別事業の競争優位ではなく、「ポートフォ

リオ全体としてのリスクをリターン最適化すること」が同社の競争力の源となっていると

いえる。 

次に後者について、同社は単なるトレーディング企業ではなく、出資を通じて事業に関与し、

経営改善や成長戦略の実行を支援することで企業価値を高めている。鉄鉱石事業のように、

長期にわたり資産を育成し収益基盤を構築してきた事例は、この能力を象徴している。これ

は短期的な売買差益ではなく、長期的なキャッシュフロー創出を重視するビジネスモデル

であり、安定的な収益源となっている。また、人材育成において強い「個」とそれが協働す

る「場」の創出によって事業創出能力の向上を図っている点も、同社で特筆するべきポイン

トである。 

 

3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか（変化） 

持続性があると理解できる。 

同社の事業ポートフォリオが持つ柔軟性は、環境変化に応じて事業の入れ替えや資源配分



を行うことで競争優位性の維持に貢献しているといえる。裏を返せば、これまでの競争優位

性に寄与してきた柔軟な投資姿勢は、未来の競争優位性の維持にも寄与することだろう。こ

の競争優位性は、同社の変化し続ける能力に依存しているとまでいえ、同社の強固な姿勢が

維持される限り保たれると予想される。 

また、人的資本への投資を重視し、事業創出力や投資判断力の向上を図っている点も、競争

優位性の持続性を支える要素である。人材を単なるコストではなく資本として捉え、強い

「個」とその力を最大化発揮することができる「場」こそが企業価値の源泉であるという認

識が示されている。 

 

4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

完全にそうとはいえない。 

三井物産は多様な事業領域とグローバルな活動基盤を持っており、投資、経営、事業開発な

ど幅広い経験を積むことができる環境にある。また、人事データを用いた適材配置による転

勤・出向も積極的に行われる。そのため、人的資本の価値向上という観点からは非常に魅力

的な企業であると考えられる。 

しかし一方で、幅広い業務に関与できる環境は、専門性の希薄化というリスクも伴う。多様

な分野に関わることで経験の幅は広がるが、先述の異動のしやすさが特定分野における深

い専門家の育成を阻害する可能性が高い。その結果、個人の市場価値が曖昧になるリスクも

存在する。 

したがって、同社において人的資本の価値向上を実現するためには、自らの専門領域や強み

を伸ばすシステムを設計することが重要であると考える。 

 

5．報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

三井物産の統合報告書の優れている点は、Mission から戦略、人的資本に至るまで、一貫し

たストーリーで企業価値創造を説明している点である。中長期的な成長を目指すという理

念のもと、価値を生み出すプロセスが体系的に理解できる構成となっている。鉄鉱石事業を

はじめとした具体的な事業事例の提示により、ポートフォリオ経営や事業投資といった抽

象的な概念が実態ビジネスの文脈にどう落とし込まれているか理解しやすくなっている点

も評価できる。 

一方で、人的資本や戦略がどのように財務成果に結びつくのかという点について、重要性や

方向性は示されど具体的な説明がなされていないのが改善点だと感じる。「どの程度の投資

がどれだけの利益成長や ROE 向上につながるのか」といった定量的な説明が求められると

考える。また、事業ごとの期待リターンや将来的な収益構造に関する情報が限定的であり、

投資判断に必要な情報としては十分とは言えない。 

以上より、本報告書は企業理解のために戦略や価値観を理解する上では非常に優れている

が、投資家の視点から見ると定量的なデータによる裏付けがやや不足しているという特徴

があるといえる。 



 


